令和８年度三和中学校関係者評価シート（中間評価）　

	評価項目
	区分
	評価
	理　由 ・ 意　見

	目標，目標達成のための方策，
評価指標，目標値等の設定の適切さ
	中
	Ａ
	・現状の課題が適切に分析され、的確な目標や目標値が設定されています。

	計画の進捗状況の評価の適切さ
	中
	Ａ
	・学校教育目標に沿った計画が立てられ、生徒の実態に即した適切な取組が進めら
れている。

	目標達成に向けた取組の適切さ
	中
	Ａ
一部Ｃ
	・家庭学習で基礎の定着を計るとしているが、そこの検証が無く、取組が不明であ
る。予習・復習の程度がわからない。
・小規模校の特性を活かした取組です。

	結果概要と分析の適切さ
	中
	Ａ、Ｂ
一部Ｃ
	・結果概要に対して、分析が不十分。数学の不振の打開策が、ペアトーク・グルー
プ学習中心で成るか？
・体力測定で全身持久力（２０ｍシャトルランが該当すると思われる）が、全学年
下回っているという分析は、正しいのか？基礎体力の向上にはゴール型種目だけ
では不十分ではないか。

	今後の改善方策の適切さ
	中
	Ａ、Ｂ
	・知力、体力両面での改善先が具体策としては今一と思われる。
・小学校の時から学習意欲が芽生え、家庭学習が確実に習慣化できることで、中学
校での取組み効果も大きくなると思います。１年半年後に中学校統合が控えてい
る中で、来年４月に三和中学校への進学する生徒があるのか気になるところです
が、小中連携し、確かな学力を身につけるため引き続き、一人ひとりに寄り添っ
た丁寧な取組みをお願いします。

	総合評価
	中
	Ａ、Ｃ
	・今後の改善方策の適切さがどうかと思う。
・校長を先頭に組織的かつ着実に実施されており、目標達成に向けて妥当性が認め
られます。
・項目によっては厳しい数値が見られるが、こういう時期こそ危機意識が強まり、
努力され、改善に向かうと思います。
・素晴らしい三和中となるように願っています。



評価の欄　　　　Ａ：適正である　　　Ｂ：適正ではない　　　Ｃ：判断できない








